
 

 情報リテラシー教育   郡山市立湖南小中学校（前期課程）  

    

  キーワード：情報を受信・発信する力、教科等横断的な情報モラル教育 

 

Ⅰ 研究について                                             

 

１ 情報モラル教育に関しての学校課題 

本校は小中一貫の義務教育学校であり、前期課程と後期課程の学びのつながりを見据え

ながら指導することができるメリットがある。ＩＣＴ機器を積極的に活用した授業を全教

科等で行っており、児童は日常的にタブレット端末に触れているため、タブレットを操作

する技能に優れている。一方で、昨年度児童生徒を対象に行った学校生活アンケートから、

メディアの使用時間や利用方法、情報モラルに関しての問題や課題が多いという現状であ

る。 

 昨年度より情報モラル教育研究校の指定を受け、諸課題の解決のために組織的に取り組

んできた。具体的には、自分手帳などを使ってＩＣＴ機器の使用頻度を親子で確認したこ

とで、リスクマネジメントやタイムマネジメントの向上につながった。また、家庭でＩＣ

Ｔ機器の使用時間についてルールづくりをするなど、自己マネジメント力の向上が見られ

た。さらに、教師の情報モラル教育に対する意識や必要性が高まり、情報モラル教育を取

り入れた授業を実践することができた。今年度は、教科等横断的な視点での情報モラル教

育を年間指導計画に盛り込み、現職教育のテーマにすることで、全ての教員が自信を持っ

て指導できることを目指す。 

 今後、前期課程・後期課程の系統性を重視した義務教育学校だからこそできる、計画的

かつ継続的な情報モラル教育の実践を深めていきたい。 

 

２ 実践概要（授業実践、授業研究会等） 

時 期 実 施 内 容 

５月１０日 

６月１６日 

６月２４日 

６月２７日 

７月１１日 

 

９月１３日 

９月２０日 

９月２６日 

１０月１８日 

 

 

 

１１月２２日 

１２月１２日 

第１回 校内研修「メディアリテラシー育成事業の方向性」について 

第２回 校内研修「児童・保護者アンケート」について 

○ 児童のメディア使用状況及び保護者のメディアに対する意識調査 １回目 

第３回 校内研修「教材の作成」について 

○ 研究授業（１年 道徳科） 

 「さるきちのいたずら（大切なきまり、規則の尊重）」 

○ 郡山女子大学短期大学部 准教授 山口 猛様による講演会（教師向け） 

第４回 校内研修「情報教育全体計画」について 

第５回 校内研修「教材の作成」について 

○ 研究授業（６年 算数科） 

 「データの調べ方（データの特徴を調べて判断しよう）」 

○ 郡山女子大学短期大学部 准教授 山口 猛様による講演会 

（児童・保護者向け） 

○ 児童のメディア使用状況及び保護者のメディアに対する意識調査 ２回目 

第６回 校内研修「実践のまとめ」について 



Ⅱ 研究の実際について                                        

１ 校内授業研究会での実践等 

（１）第１学年 道徳科「さるきちのいたずら～大切なきまり、規則の尊重～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② インターネットクイズ 

  児童の実態に合わせ、イラストを活用してインターネットクイズを行った。教科書の資料に

加え、身近なインターネットの活用例を紹介し、それぞれ約束やきまりがあることを○×クイ

ズにしたことで、理解しやすくなり、インターネット上におけるルールやマナーについても考

えることができるようにした。 

 

  

 

 

 

 

 ○×クイズの実践 

インターネットクイズの一部 

① 約束を守ることを 

情報モラルへ 

  いたずらをしてしまった時

の影響を考えさせることで、

きまりを守ることの大切さに

気付くことができるようにす

る。情報モラルへの意識付け

となる授業を目指した。みん

なの目にふれる物にいたずら

をした影響を考えることで、

インターネットとの関連を図

るようにした。 

  情報に関する約束やきまり

を守ろうと判断することの大

切さについて、自分ならどう

するか考え、ロールプレイを

行い、自分事として考えるこ

とができた。 

② 

① 

※某アニメキャラクターの使用 



（２）第６学年 算数科「データの調べ方～データの特徴を調べて判断しよう～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 教科等横断的な情報モラル教育 

  教科等横断的な情報モラル教育

とは、教科（国語科や社会科など）

の授業の一部に情報モラル教育の

視点を取り入れ、どの教科でも情

報モラルを行う取り組みである。 

  今年度は、現職教育の研究テー

マとすることで全ての教員が指導

できることを目指した。 

  特定の教科の一部の単元で必ず

実践するということではなく、い

つでも、どの授業の中でも情報モ

ラル教育を実践できることを目指

し、各教科の学習活動に取り入れ

ることで可能になるのではないか

と考えた。 

  実践として、第６学年算数科「デ

ータの調べ方」という単元の一部

で、情報モラルを学習活動の中に

取り入れながら、授業を展開した。 

② 学習活動の中での情報モラル教育 

  今回の授業では、さまざまなデータから根拠となる情報データを選択し、それらが妥当性の

あるものか、自分の意見をもとに読み解いた授業展開だった。一つのデータだけでなく、いく

つかのデータを根拠とした方が意見の妥当性が高まることも視野に入れ、データを読み解いて

いった。 

  自分の意見の妥当性を高めるためには、データを批判的に捉えることが大事である。それを

インターネットで情報を集めることに結びつけ、批判的に情報を捉えることも大切であること

を理解させた。批判的に考えることで、たくさんの情報をもとに妥当性を自分で判断できるよ

うな情報を受信する力を身に付けることができた。 

 

判断材料とする情報の提示 

自分の意見を発表す

るためには、複数の意

見から判断 

まとめの段階で 

情報モラルにふれた 



２ 情報モラル講演会の様子 

（１）第１回情報モラル講演会の様子（教員対象） 令和４年９月１３日 

「学び合う情報モラル教育～これからの情報モラルを考える～」 

  講師 郡山女子大学 短期大学部 地域創成学科 准教授 山口 猛 様 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回情報モラル講演会として、郡山女子大学短期大学部地域創成学科の山口先生から教職

員を対象に、情報をつくる・発信する立場として、どんなことに注意しなければならないかに

ついて講演していただいた。本校のホームページの記事を分析していただき、誰が見ているか

分からないため、作成者の思いがねじ曲がって伝わらないように、第三者の立場になって作成

することが大切であると御指導いただいた。 

 

（２）第２回情報モラル講演会（児童・保護者対象） 令和４年１０月１８日 

     「メディアと上手に付き合うために」 

     講師 郡山女子大学 短期大学部 地域創成学科 准教授 山口 猛 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第２回情報モラル講演会として、郡山女子大学短期大学部地域創成学科の山口先生から児童

と保護者を対象に講演していただいた。インターネットを使用する際、「気を付けて」と言わ

れるが、どう気を付ければいいのかわからない・なぜ気を付けなければいけないのか分からな

いという児童に自分事として考えられるように、ロールプレイングゲーム形式でお話を進めて

いただいた。ゲーム・インターネット・スマートフォンなど便利だからこそ、メディアと上手

に付き合うためには正しい知識をもち、「自分事にできる」「納得できる」「実践できる」こ

とが大切であると児童の現状を捉えた内容での御指導をいただいた。 

本校のホームページの内容について

分析されたテキストマイニング 



３ 校内での実践  

（１）全学年 教科等横断的な情報モラル教育の実施 

   今年度は現職教育のテーマに情報モラル教育を位置付けたため、全学年で教科等横断的な

情報モラル教育を実施した。各学年の発達段階に合わせた内容を学習活動の中に取り入れた。 

  ○ ２学年は、国語科「お手紙」の授業の中で、情報のやり取りについて、手紙のほかに 

ＳＮＳなどの手段もあることやそれぞれのよさがあることについて触れた。 

  ○ ３学年は、学級活動(2)「すききらいなく食べよう」の授業の中で、誰が言っている情報

なのか発信者のことを考え、正しい情報なのか見極めることの大切さについて触れた。 

  ○ ４学年は、国語科「ランドセルは海をこえて」の授業の中で、作成したレビューをホー

ムページに載せるとしたら、どんなことに気を付けなければならないかという注意点につ

いて触れた。 

  ○ ５学年は、道徳科「ＵＤって何だろう」の授業の中で、１つの資料より、いくつかの資

料があることで理由付けしやすくなることについて触れた。 

    どの教科等においても情報を活用する場面で、情報モラル教育を取り入れるように考え

実践したことで、全ての教員が授業の中に取り入れることができた。また、情報モラル教

育の広がりと深まりにつなげることができた。 

【情報を活用する場面】 

○検索 → 信頼性  

○作成 → 著作権 

○発表 → 思いやりなど 

 

（２）後期課程との合同授業の実施 

   義務教育学校の強みを活かし、後期課程生徒との合同授業を実施した。総合的な学習の時

間「ホームページの記事を作成しよう」の授業の中で、実際にホームページの記事を作成し、

本校ホームページに掲載することをねらいとした。ホームページに記事をアップするという

ことを通して、どのようなことに気を付けて情報を発信したら、必要な情報を伝えられるか

を児童・生徒同士で考え、情報の適切な発信力を養っていきたいと考えた。また、自分の発

信した情報のリスクと責任についても考えさせ、主体的・批判的態度を育てるデジタル・シ

ティズンシップ教育を実践していくための提案授業とした。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

授業後、学習したことを活かし、それぞれ

の学年でホームページの記事を作成し、実際

に掲載した。６学年では、自分たちが発信者

となりホームページの記事を作成することを

継続している。発信者として、注意するべき

点を意識することができるようになり、学校

生活においても、相手への思いやりにつなげ

ることができた。 

実際に６年生が作成したホームページの記事 

（郡山市立湖南小中学校ホームページより） 



Ⅲ 成果と課題について                                      

１ 成果 

  ○ 教科等横断的な情報モラル教育 

今年度は、現職教育のテーマとし、全ての教員が指導できることを目指したことで、い

つでも、どの授業の中でも情報モラル教育を実践できるように学習活動に取り入れること

ができた。教員全体での「情報モラル教育の必要性」への意識の高まりが見られ、さまざ

まな場面で実践を重ねることができた。 

  ○ 後期課程との合同授業 

義務教育学校だからこそできる本校の強みを活かした前期課程・後期課程の合同授業を

実施することができた。９年間の義務教育段階での発達段階をふまえ、計画的・継続的な

情報モラル教育の実践を深めていきたい。 

  ○ 情報を受信・発信する力 

受信者として、「正しい情報を見極めること」や、発信者として「注意しなければなら

ないこと」を理解することができた。また、発信者の立場になったとき、相手への気遣い

から、思いやりの心をもつことの大切さにも気付かせることができ、このことは日々の生

活の中での人間関係づくりに大いに役立っている。 

２ 課題 

    ● どの教科等の学習活動の中でも教科等横断的な情報モラル教育を実践し、研究を深 

めていきたい。 

    ● 講演会などの実施により、保護者の意識も高まっているが、情報モラル教育に対する認 

識の差はまだまだ大きいため、今後さらに家庭との連携を深めていきたい。 

  ● 考え、議論する情報モラル教育の実践に向けて、情報を発信・受信する際の各個人の思 

  いや考え、情報の信頼性・妥当性等について話合いを深める機会を設定していきたい。 
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